
悩み・⼿さぐり : 阪神・淡路⼤震災ボランティア活動記録 : 神⼾から最も離れた仮設住宅
〔姫路市⽟⼿・⽩浜・南駅前・御国野仮設住宅〕[Part1] / 姫路こころのケアネットワーク編. - 

発⾏:姫路 : 姫路こころのケアネットワーク, 1998.1. 請求記号:震災-7-229,244,342. p252

＜仮設住宅のＧＨＱ（精神健康）調査について＞

［調査目的］密度の⾼い⼾別訪問・［調査結果］リスクの⾼い⼈を重点的に訪問
 ⾝体的症状を訴える⼈、不安、不眠を訴える⼈、社会的活動障害のある⼈、うつ状態の⼈等
様々な⼈に⽀援する。
トラウマを体験した⼈は、⼈間関係が破壊されると⾔われるが、仮設住宅内の⼈間関係のな
さに⼼傷めることがしばしばある。仮設内の事が分かれば分かるほどボランティアに対しても
中傷があり、⽀援の難しさを知る。調査結果は現在分析中です。関⼼のある⽅はご連絡くださ
い。職業別、男⼥別、年齢別、恒久住宅の当選別の調査をする。仮設⽣活では、時間経過が
あってもリスクは下がらない。恒久住宅へ転居したときが、こころの再建期と思う。遠隔地仮
設がゆえに分析できない要因もある。継続的に関われば関わるほど理解できないことばかりで
ある。何も分からないが、被災者のＳＯＳはキャッチできる感性は持ち合わせている
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